
○　本校の概要 令和8年3月2日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

A

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 B

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

C

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

D

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

【基礎学力】
◎多様な会計年度任用
職員による支援体制や、
教員の指導力向上を目
指した校内研究などを通
して、丁寧に学習指導す
ることができていると自
己評価する。
◆宿題の出し方やタブ
レット端末による個別最
適化学習等に保護者か
ら意見具申があり、今後
そのことも研究検討して
いく。

【運動機会】
◎SUN３タイムや系統的
な健康教育により、児童
自身が外遊びの大切さ
を理解している。
◆今後も生涯にわたる
健康維持意識を心に根
付かせる本校独自の教
育（健康キャリア教育）を
持続していくことが課題
となる。

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、
その解決に向けて考え、行動
する力の図っている。

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

3

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべての
こどもに確かな学力の育成を
図っている。

4 10

1

3

【健康教育】
◎各家庭に協力していた
だく形で健康教育に取り
組んでいることもあり、ご
理解いただいていると認
識している。
◎教員の意識がさらに高
まり、健康教育の定着、教
科「おおたの未来づくり」や
新たな価値の創造する力
の素地育成に向けて、研
究を進めることができた。
◆本校の特色である健康
教育のカリキュラムを教員
が異動しても継続できるよ
うにすることが今後の最大
の課題となる。そのために
令和8年度から始まるコ
ミュニティースクール学校
運営委員会にも、健康教
育を行う学校であるという
ことについて御理解をして
いただき、学校運営に意
見具申していただくこと
で、持続可能にしていきた
い。

「基礎的な学
力が身に付く
ように指導し
ている。」と保
護者アンケート
で回答した割
合
　93.7％

「遊びや運動
など、体を動か
す機会を確保
している。」と
保護者アン
ケートで回答
した割合
　98％

１：
65
％

未満

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

3

④校内研究「未来をつくる健
康教育」の取組を通して、生涯
にわたって健康を保持、増進
する資質能力の育成を図って
いる。

4

②学校内外での様々な体験
活動や自己評価する習慣づく
りを推進し、自ら考え判断する
力や、他者と協働していく力の
育成を図っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等
横断的な学びや科学教育を推
進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っ
ている。

①外国語教育指導員の活用
などにより、英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増や
し、英語力やコミュニケーショ
ン能力の向上、豊かな国際感
覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互
いに尊重し合う心の育成を
図っている。

社会の様々
な課題を自
分事として捉
え、主体的に
考え、他者と
協働し、問題
解決していく
意欲や、予測
困難な未来
社会を切り
拓いていくた
めに重要な
創造力や課
題解決力、情
報活用能力
を育成しま
す。

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

取組
評価

3

4

3

「英語力の向
上や豊かな国
際感覚の育成
を図ってい
る。」と保護者
アンケートで回
答した割合
　66.6％

「人権や命を
大切にする心
を育んでい
る。」と保護者
アンケートで回
答した割合
　87.5％

成果
評価

4

・

４

3

3 ２：
65
％

以上

目標に対する成果指標
これまでの取組◎
今後の改善策◆

４：
85
％

以上

令和７年度　大田区立大森第三小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

○本校は、教科「おおたの未来づくり」において、東邦大学大森病院と連携した食育を中心に健康教育に取り組んでいる。校内の研究主題は「未来をつくる健康教育」とし、生涯にわたって健康を保持、増進
する資質能力や他者や社会の安全に貢献できる資質・能力をもった児童を育てるために全教職員で教育活動を行っている。また、基礎的・基本的な学力の定着を目指し、授業改善を行いながら創意工夫
しながら日々の授業を展開しており、年々児童の学力の伸びが見られるようになってきている。学習習慣の定着と授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活面においては、規範意識や
基本的な生活習慣に関して課題が見られる。研究推進委員会、生活指導部を中心に継続的に規範意識、基本的生活習慣の定着に向けて取り組む。日々、「あいさつができる学校」を目指し、挨拶運動等の
取組を進めてきたことで、地域からも認められる成果を得るまでに至っている。今後も「挨拶」「言葉遣い」に力を入れ、家庭・地域との連携を強化し、規範意識の向上・基本的生活習慣の定着に努める。
○本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人との関わり・地域との関わり”と称して、近隣教育施設との連携や、大森町・梅屋敷の二つの商店街や中小の町工場と連携した学習、「スクー
ルサポートおおさん」を中心とした地域人材の活用による授業の展開などをより令和８年からのコミュニティスクール化に向けて準備を進めていく。

【英語指導】
◎英語専科体制を組み、
オールイングリッシュで
の授業を展開し、児童の
英語力を向上させてい
る。
◆英語の授業を公開し、
英語指導についての情
報発信量を増やすこと
で、保護者に英語指導に
関心をもってもらうよう
工夫する。

【人権・生命尊重】
◎道徳授業地区公開講
座や人権作品展示など
により保護者に理解して
いただけた。
◆「小さな親切運動本
部」と協働した新たな取
組も高めていく。

2

・

4

４：
85
％

以上

３：
75
％

以上

学校関係者記入欄
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Ｃ

1

Ｄ

9

Ｂ

2

○学校の「健康教育への熱」を
毎年強く感じており、また年を追
うごとに地に足の着いた取組を
歩んでいるのがすごい。東邦大
学との地域の利をこどもたちの
ために活用されているのが大変
良い。こどもたちにも大三ならで
はの学習であることに気付いて
もらいたい。
○健康に対する意識が高まって
いるように感じる。児童一人一
人が知識を得ることから始まり、
行動が変わり、さらに興味が湧
いて、学習に対する意欲につな
がっている。
○健康な身体に健全な精神が
宿ると言葉があるように児童が
そのように育っていることは、と
てもよいことで指導の賜物だ。
○企業と協力したピザのメ
ニュー考案・販売などこどもたち
にとってとてもよい体験だ。

○昔と比べてタブレットの活用に
より、アルファベットやローマ字
への抵抗感がなく英語が身近に
ある感じがする。英語専科があ
ることによりさらに深まっていく
学びが素晴らしい。
○英語はコミュニケーションの
ひとつのツールであり、英語力
アップと専門知識の向上で国際
社会で活躍できる人間の育成に
力を入れてほしい。
○「小さな親切運動」でもらった
賞状を嬉しそうに話すこどもの
姿が印象的でとてもよい活動だ
と思った。
○道徳面に関して、相手がどう
感じるか、親切とは何かといった
本質的な部分をもっとこどもた
ちが気付くことができると嬉しい
と期待している。

「健康教育を
推進し、基本
的な生活習慣
の確立に努め
ている。」と保
護者アンケート
で回答した割
合
A＋B
96.7％

４：
85
％

以上

３：
75
％

以上

２：
65
％

以上

１：
65
％

未満

Ａ

4
個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実
践的なコミュ
ニケーション
能力を高め
るとともに、
我が国や郷
土の伝統文
化に触れ、尊
重する心や、
協力していく
態度を育成
します。また、
国際社会・地
域社会に関
心をもち、持
続可能な社
会を形成して
いく態度を形
成します。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が
豊かな人生
を生きていく
上で基礎とな
る力として、
豊かな心や
確かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、乳
幼児期から
中学校まで
の一貫性の
ある教育を
推進します。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

２：
65
％

以上

１：
65
％

未満

３：
75
％

以上

4

○体育だけでなく休み時間にも
外遊びをこどもたちがとても楽し
んでいることが分かる。
○日々の学童での宿題時間等、
基本的にはほとんどの子はしっ
かりと学習しているが、タブレッ
ト時間が増えたことにより学習そ
のものに集中できていないお子
さんも散見される。学習道具とし
ての楽しさや必要性をより理解
すればより良い方向に進むと思
う。
○運動に関して最近やる子、や
らない子がはっきりと分かれる
傾向にある。身体を動かす楽し
さが様々な形で伝わるよう児童
館でも積極的に働きかけてい
く。
○児童が、将来自分がなりたい
職業を選ぶとき、自らの学力不
足を理由に志を断念することは
悲しい。そんなことがないよう
に、児童の基本的な学力向上に
心血を注いでいただきたい。
○個性や能力について自己探
求できるような時間をもてると
いい。例えば心理学や脳の使い
方や、身体の構造を知る機会が
あったら理想だと思う。

Ａ

B

C

D



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まってい
る」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まってい
る」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

A

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。 B

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

C

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

D

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回
答した。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回
答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満
であった。

3

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を
生かしたりして教育活動を
行っている。

3 Ａ 11

４：
85
％

以上

３：
75
％

以上

Ａ

3

４

・

４

２：
65
％

以上

3

3

Ｄ

４

・

３

Ｂ

④タブレット端末を有効利用
し、児童が考えたり表現したり
する力を向上させるための取
組を進めている。

③避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づく
りを踏まえて、学習環境を整
備している。

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施してい
る。

④全校児童が挨拶チャレンジ
に参加し、目を見て挨拶をした
り、相手の名前を呼んで挨拶
したりできる児童を育成する
取組を行っている。

3

4

4

3

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。校内研究等

のOJTの充
実を通して、
教師の授業
力を向上さ
せます。ま
た、質の高い
教育を実現
するため、学
校の組織的
な運営力を
向上します。
あわせて、教
師がやりがい
をもって働く
ことができる
魅力的な環
境づくりを進
めます。 ④教員が相互に授業参観を

行ったり、主任教諭による
OJT研修を行ったりして、授
業力を向上させる取組を行っ
ている。

③教職員の業務適正化等に
取り組み、児童・生徒に教員が
向き合う時間を確保する等、
ウェルビーイングを高める取
組を行っている。

3

「ゲストティー
チャーや体験
活動を取り入
れるなど授業
を工夫してい
る。」と保護者
アンケートで回
答した割合
　87％

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す 地域コミュニ

ティの核とし
ての学校づく
りや地域の
特色を生か
した学校づく
りを進めると
ともに、学校・
家庭・地域が
連携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

4

4

3

①インクルーシブ教育システム
の構築に向けて、教員の資質・
能力の向上や校内における支
援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を
行っている。

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーとの
連携等、児童・生徒・保護者が
相談しやすい環境を整備し、
一人ひとりの能力や可能性を
最大限に伸ばすことを意図し
た指導や支援を行っている。

４：
85
％

以上

「いじめや不登
校などの問題
解決に努めて
いる。」と保護
者アンケートで
回答した割合
　56.1％

「挨拶ができる
ように指導し
ている。」と保
護者アンケート
で回答した割
合
　93.7％

4

11

1

１：
65
％

未満

「地域の人や
施設と関わり、
地域を大切に
する取組をし
ている。」と保
護者アンケート
で回答した割
合
　89.6％

「ホームページ
やお便りで児
童の様子など
を分かりやす
く伝えてい
る。」と保護者
アンケートで回
答した割合
　90.6％

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある
児童・生徒一
人ひとりの状
況にあわせ
て教育環境
を整えるとと
もに、相談機
能の充実を
図ることで、
すべての児
童・生徒が自
分らしくいき
いきと生きる
ための学び
を支援しま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進す
るとともに、
児童・生徒の
安全・安心を
向上させるた
めの教育を
推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 10

２：
65
％

以上

１：
65
％

未満

3

○地域に愛される学校として根
付いている。
○地域での様々な活動を行い、
非常に良い関係だと感じてい
る。
○大三小のホームページが大変
見やすく、かつ充実しているの
で目を引いてしまう。また、自治
会や民生児童委員の方々との
結びつきも強くPTA～学校～
地域がシームレスにつながって
いるのは本当に素晴らしい。
○大森西五丁目周辺はひとり暮
らしの高齢の方々が多く住んで
いる。長い人生を生き、たくさん
の経験をおもちの方から、町の
歴史や昔の生活等をきく機会を
もってもよい。
○100周年をきっかけにして、さ
らにつながりを深めてくれた。こ
れからも地域にある学校が情報
やつながりのハブになり、みんな
に愛される学校作り、まちづくり
を共にしていきたい。

○学校で様々な体験を通し、そ
れぞれの個性を活かした授業が
されている。 先生方の日々の努
めと創意工夫に頭の下がる思い
である。更に一人一人が色々な
想いをアウトプットできる環境が
整っていくことを楽しみにしてい
る。
○特にプロ野球選手による野球
教室はこどもたちも楽しそうに
体験したことを話してくれ、とて
もよい体験だ思う。
○児童だけでなく、大人である
私たちも能力向上のために、
日々切磋琢磨していかなくては
ならないと思う。
○先生の横のつながりの強化が
あるような取組による関係性の
向上が更なる学校力につながる
のではないか。

○児童一人一人の家庭環境に
考慮し、地域と連携し、よりよい
学校生活作りにとても熱心だと
思う。
○トラブルが起きたときの先生
のスピード感を感じた。事前に
対応できるところはコミュニケー
ションを深めて、先に手を打てる
ようなつながりを深める取組の
必要性は常に感じる。
○「立ち止まり、相手の目をみて
挨拶する」という指導がとてもよ
いと思う。
○児童館においては、深刻ない
じめと見受けられる事案は発生
していないが、自分の想いが伝
わらないと、手が出たり、特定の
相手に対し心ない言葉を発した
りする等、懸念事項はある。「心
のゆとり」をもって相手を許せる
大らかな気持ちを携えてもらえ
ることを期待している。
○個人情報法の観点から、児童
の私生活に立ち入ることは難し
いし、いじめや不登校の児童の
おかれている現状を知ることは
困難である。苦しんでいる彼ら
に救いの手を差しのべることを
続けていただきたい。

Ｃ

１：
65
％

未満

４：
85
％

以上

２：
65
％

以上

１：
65
％

未満

④大森町・梅屋敷の二つの商
店街や町工場と連携して、児
童が地域住民や地域施設と関
わり、地域のよさを理解、尊重
する授業を実施している。

Ｂ

Ｄ

「安全で過ごし
やすい学習環
境を整備して
いる。」と保護
者アンケートで
回答した割合
　90.5％

「タブレット端
末を活用し、
思考力や表現
力を育んでい
る。」と保護者
アンケートで回
答した割合
　81.6％

【ゲストティーチャー】
◎「プロから学ぶ」ゲスト
ティーチャーの活用は本校
の特色ある教育であり、児
童の記憶に残る学習機会
となっている。
◆ゲストティーチャーによ
る授業を積極的に公開し、
家庭での話題にしていた
だくことで、児童が学校だ
けでなく、各家庭でもふり
かえりができるような工夫
をしていく。また、可能な
限り、学校サイトに情報公
開する。

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方を
実施している。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。

①「地域コミュニティの核とし
ての学校づくり」を目指して地
域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

１

・

４

【地域連携】
◎PTAも教職員も地域愛
の意識が高く、地域の方
の学校愛も強く、児童の健
全育成に確実につながっ
ている。
◆コミュニティースクール
化により、さらなる地域連
携の改善に結び付けてい
く。

【情報公開】
◎学校サイトの情報発信
量は、比較的多い方だと
認識している。新保護者
連絡システムである
「tetoru」を積極的に活用
し好評を得ている。
◆学校サイトに関してヘ
ビーユーザーと思われる
保護者の方から、情報発
信量が減ったとご指摘が
あったように、確かに発信
力は弱まっている。しっか
り自覚して改善していきた
い。

Ｄ

Ｃ

11

【安全な学習環境】
◎用務主事の献身的な働
きが大きく、校内の安全性
が維持されている。PTA
や地域の方による校外の
見守りも大きな力となって
いる。
◆校舎の老朽化は否めな
いので、全教職員の安全
点検意識はさらに高めて
いく。また、児童目線で危
険回避できるように安全
教育を工夫する。
【タブレット端末活用】
◎今年度は、これまで以
上にタブレット端末を積極
的に活用しようという教員
の意識向上があった。
◆何をもってタブレット端
末での思考力向上を判断
するのか分かりにくいた
め、次年度は評価項目の
検討をする。

Ｂ

○用務主事さんが学校の維持
に加え、こどもたちによく声をか
けてくださるのでこどもたちの安
心安全につながっている。用務
主事さんの存在が大きいと感じ
た。さらに力を借りながらよりよ
い環境をPTAと連携しながら作
り上げたい。
○用務主事さん方がいつも校
内外の整備や清掃等されている
のを目にする。帰り際などでも
頻繁に声をかけてくれている。こ
どもたちの避難や安全への意識
も概ね高く、日頃の学校での訓
練の賜物だと感じる。
○児童は思いもよらぬ行動をと
るものだ。児童を危険から守る
ため、あらゆるケースを想定し
児童の安心、安全を守ってほし
い。

【いじめ・不登校対応】
◆いじめ・不登校の課題
は個人的な情報であるた
め公表することが困難で
あり、保護者の回答で「分
からない」が３２．８％もあ
る。これを加えると８８％の
肯定意見となる。学校とし
ての取組説明を積極的に
行う必要がある。

【挨拶指導】
◎「あいさつキャンペーン」
「あいさつマイスター」「小
さな親切実行章」など、児
童の励みになる取組を行
えた。
◆教員には「本校の児童
はもっとあいさつできるは
ずだ」という認識がある。
児童の心を耕す指導を工
夫することで、あいさつに
ついて抜き出た学校にし
ていく。

Ｃ

４：
85
％

以上

３：
75
％

以上

２：
65
％

以上

３：
75
％

以上

３：
75
％

以上


